	２５年度 第３回理事会議事録


１)日  時  平成２５年　９月２５日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  （公）社団法人宮城県放射線技師会館
３)出席者  
副会長　　山田　文夫、前谷津　文雄、小山　洋

理　　事　　長谷川　圭三、立花　茂、大友　一匡　
佐々木　昌浩、本舘　広樹、安彦　茂、白鳥　久也　
引地　健生、佐藤　益弘、斉藤　雅伸、小野　芳文　
山中　一臣、中島　章裕、村井　均、高橋　聖一　
伊藤　道明、沼田　仁志、阿部　茂人、佐々木正臣
　監　　事　大山　勝彦　三浦　康弘

理事の現在数（会長、副会長を含む）２３名のうち、

　　出席理事　２２名　　欠席理事　会長　阿部　養悦
理事会は成立した。
第３回理事会開催の辞を山田副会長が述べ、阿部会長が所用で欠席のため前谷津副会長が議長を務めた。
議事に先立ち、平成２５年度第２回理事会議事録（案）の確認が行なわれ、修正意見はなかった。

議長の前谷津副会長は、議事録作成者に山田副会長、議事録署名人に監事以外から、小野　芳文理事、
伊藤　道明理事を指名し議事に入った。
４）議　事　　　　　　

①今後の行事確認
　　８月３１日（土）　日本放射線カウセリング養成講座

　　～９月　１日（日）

　９月　６日（土）　第２支部勉強会

　９月　７日（土）　放射線安全センター講習会

　　　　　　　　　　　第３支部勉強会

　９月１１日（水）　第６常務理事会

　９月１３日（金）　みちのく核医学の会

　９月１４日（土）　東北ＣＴ技術研究会（新潟）

　９月１８日（水）　第１１回スキルアップカンファレンス
　９月２０日（金）　日本診療放射線技師学術大会

　　～２２日（日）

　９月２５日（水）　第３回理事会

　９月２９日（日）　ピンクリボン街頭キャンペーン

10月　９日（水）　第７常務理事会

②議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．日本診療放射線技会生涯学習カウント賛同研究会への担当者選任について

立花総務部長より、担当者選任依頼文（案）を資料として提出された。今年度４月から５団体の研究会にカウント付与の協力をお願いしていたが、プログラムや参加証明書等の提出に不具合が生じていることから、プログラムの送付、参加証明書の制作および送付、参加者名簿の送付方法についての説明文を加え、申請が速やかに行われるよう事務局から担当者を選任してもらう内容の依頼文（案）である。

　協議の結果、依頼文（案）の内容について、出席理事
の全てが賛成し、各研究会に依頼することとした。
２．施設アンケート調査表の検討について

　業務調査担当の中島理事より、継続審議となっている放射線業務に関連した施設アンケート調査案が提出され、報告が行なわれた。この案は９月の第６回常務理事会で施設名、記入者名を明記してもらうことや放射線機器・装置のメーカー名の記入には任意で記入をしてもらうことの提案がされていることを報告し、他に訂正・追加等がないか意見を求めた。さらに、中島理事は当初の案は無記名を前提に考えていたが、記名または任意での記名という提案から、個人情報を遵守するような前文を付ける形にすることと、項目を少し絞ったつもりではあったが多くなったので、記入を減らす工夫をすることを述べた。また、放射線機器・装置のメーカー名の記入方法と、機械の項目の中に震災時を含めた非常用電源の接続状況の調査を追加したいことをも述べられた。
　立花理事は、機器管理士班でも以前からこの様なアンケートの検討を行っており、メーカー名があった方が、公表は個人情報に係わるが、データとして持っていても良いのではないかという意見があったことを述べられた。
安彦理事は、装置の種類を明確に指定することによって、記載漏れがなくなるのではないかとの意見を述べられた。

　立花理事は、機器管理士の活動項目について、もう少し項目を増やしてみてはどうかとの意見と、放射線管理士に関しての項目が全く入っていないので、放射線管理士関連の項目を入れるたら良いのではないかと述べられた。

　以上、様々な意見・提案について協議を行った結果、記入方法に関しては任意記載項目とし、意見・提案があった機器管理士・放射線管理士関連の項目を追加、鑑文には個人情報遵守とセキュリティーに関する注意書きの加筆明文化を行ない、さらに、大規模災害時の施設相互連携を兼ねた調査ということ趣旨を加筆することとし、第７回常務理事会までにアンケート最終案提出することを確認して協議を終了した。

３．日本診療放射線技師会の永年勤続表彰及び功労表彰推薦依頼について
　長谷川事務局長より、３０年・５０年の永年勤続者のリストがメールの不具合で白鳥表彰委員長に確認されていないことが本日判り、推薦者の決定については白鳥委員長の確認のもと次回の理事会で図る事とした。

　白鳥表彰委員長から永年勤続３０年表彰に関して、昨年の経緯から宮城県技師会の推薦基準について変更の提案が出された。当会の基準は今年度の会費と過去の醵出金を納めている会員について推薦することとしていたが、この基準（内規）をなくし、日本診療放射線技師会の内規に添った推薦を行ってはどうかとの提案である。
　当会の推薦基準である醵出金について、新法人移行時に県より醵出金の扱いについて指導された経緯を踏まえ、日本診療放射線技師会の内規に添った推薦方法で協議を行い、白鳥表彰委員長の提案について採決を行った。採決の結果、醵出金の納入･未納入は不問とし出席理事の全てが賛成して提案が決議された。
　続いて、立花総務部長より、日本診療放射線技師会

功労表彰推薦について資料を提出して説明が行われ

た。常務理事会で協議した結果、福島原発事故での被
ばく相談等に貢献している村井理事を推薦したいこと伝

えた提案した。
　採決の結果、村井理事を推薦することについて、出席理事の全てが賛成して推薦することが決議された。
４．諸規程改正について
　長谷川事務局長は現行の諸規程について、公益事業推進委員会で検討した内容と改正案を資料として提出し、説明を行い、意見を求めた。
　改正案の主要は公益法人移行に伴う新法人定款等との整合性を図ることから、①総則、②会員規程、③組織運営規程である。①については、現行の第２条「この規定の改廃は、総会の決定を経なければならない。」を法人改革により、「この規定の改廃は、定款及び一般社団法人及び一般財団法人に関する法律の定めるところ以外は、理事会の議決により行う。」とした案である。
②については、現行第１条「本会は、診療エックス線技師を含むものとする。」を改正案第１条「本会は、定款第５条に基づき、正会員、名誉会員により構成する。」とした案である。また、現行第２条のＯＢ会員の規程については、組織運営規程に入れ改正案とし、改正案第２条に名誉会員についての規程、改正案第３条に賛助会員規程を入れた提案である。改正案第４条には、会費未納者の罰則に対する会員規程としては「正会員は、本会定款第７条第２項により２年以上の会費を未納とした場合、会員の資格を喪失する。」とした案である。これは、会の運営に影響を及ぼすのは会費未納者の扱いであることから、会費未納者に対して罰則規程を入れた案である。
改正案第５条は第４条の資格の回復とした案である。
③については、第４条にＯＢ部会員規程を加えた案である。
以上の改正案の説明が行われ審議した結果、会員規程第４条の未納期間について意見が出され、２年以上を修正して、２年間の会費を未納とした場合、会員の資格を喪失する。に訂正する案とした。
以上、①総則、②会員規程、③組織運営規程の改正案について採決を行った。採決の結果、出席理事の全てが賛成して改正案が決議された。
安彦理事は、会員規程は決議したが、実際の運用の問題点として、いつから始めるかを決めて頂きたいとの意見が出された。
前谷津議長は移行措置等の運用上に対して、次回理事会で未納者リスト表を参考にして質疑することを提案、さらに、役員選出規定、総会議事規程、会費納入規程、表彰規程、慶弔見舞金等の規程、学生会員に関する規定等に関しても次回理事会に図ることからメール等で意見を出して頂きたいことを述べ、出席理事の全てが同意した。
続いて、安彦理事より、①謝金に関する規程、②日当についての内規③旅費規程を資料として提出し、説明を行い、意見を求めた。

①、②，③について質疑を行った結果、①について、別表２の「原稿作成謝金に関しては、当該事業を所管とする部署の長は・・」を『・・広報部長は・・』と訂正した。
②について、「公益事業に会員を派遣する際に、旅費及び日当を支給することができる。」とし、１．に漏えい線量測定事業、２．に医療画像展、被ばく相談会、３．に「１，２以外の県技師会主催の行事」とし、４．の「その他」を「会長が認めるものには支給できる。」と訂正した。
③について、第４条「・・金額とし、駐車料金については実費・・」を「・・金額とし、高速代及び駐車料金については実費・・・」と訂正した。さらに、第２条に運賃と明記することとした。

以上、①、②，③の訂正案について採決を行った。採決の結果、出席理事の全てが賛成し、訂正案が決議された。
５．定年退職者への記念品贈呈及び祝賀会等について

佐々木（昌）福利厚生部長は、定年退職者自己申告制の提案を前回理事会で行ったが継続審議となったことから、第４回・５回常務理事会で整理した内容を検討案として資料として提出した。常務理事会からの検討案は、定年退職記念祝賀会を始めた主旨を尊重したい事、定年退職の定義がさまざまになってきている現状の対応を考慮した事、会員相互の親睦と継続することの重要性を示した内容の提案で、「「定年退職祝賀会」は廃止にして、一律に６０歳を迎えられた会員に永年勤続表彰（名称未定）を行う方法」を勧める案である。
その他の案として、①の現状維持案、②の定年退職自己申告へ移行する案、③の廃止案である。
白鳥理事からは、退職の定義･時期がさまざまになってきている現状と、今年度個人情報の確認を開始したことから、１律６０歳という年齢でくくることで確認がしやすいため、常務理事会が推す「定年退職祝賀会」は廃止にして、一律に６０歳を迎えられた会員に永年勤続表彰を行う方法を勧める案に賛成であると述べた。
斉藤理事からは、常務理事会が推す案に賛成であるが、６０歳前に定年退職を迎える方についての対応はどうするのかの質問が出された。
長谷川事務局長は、一定の年齢に達した方を一元的に表彰する方法なので、早期定年退職者がいた場合、一定の年齢に達するまで待ってもらうことになるのではないかと述べた。
以上、審議を行い、４提案について採決を行った。採決の結果、出席理事の全てが、常務理事会が検討した案の　「定年退職祝賀会」は廃止にして、一律に６０歳を迎えられた会員に永年勤続表彰（名称未定）を行う方法を勧める案に賛成して、今後の定年退職者祝賀会の移行が決議された。
さらに、名称については広報の時期を考えて、早めに決めなくてはならないことから、よい名称・アイデアがあれば佐々木（昌）福利厚生部長に報告してもらうことで出席理事の全てが同意した。

６．県第２２回総合学術大会について

　大友学術部長は資料を提出して、第２２回総合学術大会のシンポジウム内容及びシンポジストについて報告を行った。シンポジウムのテーマは「デジタル時代の地域連携を考える」とし、シンポジストには画像情報に関する地域連携の将来像について述べてもらうこととした。
１．ＰＤＩの現状と問題点　　志村　浩孝　氏　（東北大学）

２．クラウド　　　　　　　　　　現在交渉中

　（ＮＴＴ東日本ＫＫ）

３．中規模施設のＰＤＩ　　　　田中　由紀　氏　
（坂総合病院）

４．開業医と大病院連携　　立石　敏樹　氏　
（仙台医療センター）

　以上、この計画案、さらに、ランチョンセミナーの開催の了解を得たとの報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。

７．日本診療放射線技師会基礎講習会講師について

　大友学術部長は資料を提出して、平成２６年１月１９日に基礎講習会「核医学検査」の講師の人選について報告を行った。

・ガンマカメラシステム１，２　　細貝　良行　氏　

（東北大学保健学科）

　・ガンマカメラ臨床１，２　　　　　吉田　大司　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台放射線クリニック）

　・ＰＥＴシステム　　　　　　　　　　四月朔日　聖一　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大サイクロセンター）

　・ＰＥＴ臨床　　　　　　　　　　　　　菱沼　誠　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台厚生病院）

　・管理　　　　　　　　　　　　　　　　尾形　優子　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台厚生病院）

　・治療　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　大輔　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大学病院）

　この人選・計画案について、出席理事の全てが同意し、承認された。
８．その他
１）第４２回医療功労賞受賞候補者の推薦について
　前谷津副会長より、医療功労賞の申請準備状況が説

明された。医療功労賞とは、過疎地域の困難な環境の
中で、長きにわたり医療業務に従事し、地域の健康管理
と増進のため努力された方を表彰対象としてきたことか

ら、当会では過去推薦してこなかったが、今回、大災害

等での被災地活動も該当することが判り、東日本大震

災の被災地活動を行ってきた三陸沿岸部の地域会員を

推薦できるか準備を行ってきた。その結果から宮城県技
師会として初めて推薦することを提案された。
　審議の結果、推薦することについて、出席理事の全てが承認された。
２）税理士との契約について

　安彦財務担当理事より資料を提出して、契約内容の取り交わし、支払、及び附則報告について報告があり、確認と承認が求められた。
内容については第４回常務理事会での報告の他に別途相談したことについての回答が得られ、全て契約の中に含まれていることが報告された。支払いについては、処理を簡便に済ませるために決算書作成後に２０万、中間監査後に１０万を支払う方法である。

以上、顧問弁護士、税理士委託契約について、採決を行った。出席理事の全てが賛成し、承認された。
各部・委員会報告事項
1． 総務部
立花総務部長は資料を提出して、日本診療放射線技会生涯学習カウント申請状況の報告を行った。
　・みやぎＣＴリフレッシャーズ研究会出席者名簿提出。

・宮城ＭＲ技術研究会出席者名簿提出

・宮城医療安全研究会カウント申請中
　　以上の報告に対して、出席理事の全てが同意した。
2． 学術部

　　大友学術部長は資料を提出して、静脈注射抜針講習会の参加人数が２５名であったこと、今年度２回目の講習会は２月に大崎市民病院で開催すること、第１０回スキルアップカンファレンスから学習カウントが２カウント付与されることの報告がされた。

　以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。
３．　法人部　　

　本舘法人部長より、法人部の活動報告について資料を提出して報告された。内容は①宮城県放射線技師会による原発事故対応について村井理事が講演を行ったこと、②放射線のリスクコミュニケーションを担当された専門家の方々への面接調査として村井理事が調査を受けたこと、③日本診療放射線技師学術大会に於いて、「診療放射線技師会（職能団体）としての災害対策」として宮城県放射線技師会における「心のケア」について村井理事が講演を行う予定であること、④第２１回放射線カウンセラー養成講座（仙台）の参加人数が２５名であったこと、⑤角田市保健福祉まつりに正式に依頼が来たことの報告がされた。

　さらに、⑥宮城県環境生活部から平成２５年度原子力
防災研修（１０月１７・１８日（木･金））の募集案内が来ていること、⑦「第８回大崎市健康と福祉のつどい」における医療画像展の出展について、⑧８月以降の漏えい線量測定の実施状況の報告がされた。
　以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。
４．　広報部
　山田広報部長より、広報部活動について資料を提出して報告された。内容は①会報ＭＡＲＴ８０号発送について②会報ＭＡＲＴ８１号の発刊計画について③フォトコンテストに関するお知らせ案について報告を行った。
1 については、７００部を印刷、７月２５日会員情報確
認書と一緒に袋詰め、７月２６日に発送。会員からのあて先不明での戻りが２名あり、再度あて先を確認後発送。②　③については、１０月２日に委員会を開催し、次回理事会に図ることを述べた。
５．　福利厚生部
　佐々木（昌）福利厚生部長より、福利厚生部の活動について資料を提出して報告された。内容は平成２５年度ピンクリボンスマイルウォーク仙台大会の参加者募集についてと前期の慶弔見舞金の実施状況の報告が行なわれた。
　以上の報告に対して、出席理事の全てが承認された。

６．財務担当報告

　　安彦理事より、来月予定の中間監査実施にむけた対応として、次回の理事会において会計報告を行うことが報告された。また、講演会等で講師に謝金を支払った際の税金支払いの記載がある受領書の運用、公益社団法人移行後の事業報告の形式としては公益事業の実施記録と科目に対しての支出の記録などが必要、などの実務処理上の説明がされた。
７．　各支部報告
①第１支部
　白鳥支部長より、１０月１９日（土）、２０日（日）「大崎市健康と福祉の集い」の開催の報告と１９日の同日、角田市で被ばく相談･画像展が開催されることへの対応の報告がされた。また、１１月１６日（土）に総会・研修会を開催することの報告があった。
②第２支部

　斉藤支部長より、９月６日（金）にペースメーカー３社による勉強会の報告がされた。出席人数２６名
③第３支部

　山中支部長は資料を提出して、結婚祝い金,療養給付金申請、会費免除申請の報告がされた。さらに、緊急連絡網を発送したこと、公開講演会を開催したこと、支部内の有志で脳ＡＤＣ測定を行ない技師会学術大会で発表することを報告した。
④第４支部

高橋支部長は資料を提出して、支部運営委員会、支部総会・勉強会ならびに１０月１９日（土）開催の角田市福祉まつりの準備状況について報告がされた。
以上、各部の報告に対して、出席理事の全てが同意した。
８．　事務局
　長谷川事務局長は会員異動の資料を提出し、報告を行った。
①　会員異動

1． 新入会　
　　千葉　昌之　　赤石病院　　

　　　　　　　　　東北大学医療技術短期大学部Ｈ１８年卒

　　田口　彩奈　　宮城厚生協会坂総合病院

　　　　　　　　　　　　　　中央医療技術専門学校Ｈ２４年卒

　　田苗　沙也佳　宮城社会保険病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　佐藤　丈洋　　仙台厚生病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　斎籐　菜々美　　宮城県対がん協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　岩泉　健　　　　　宮城県対がん協会

　　　　　　　　　　　　　　中央医療技術専門学校Ｈ２４年卒

　　戸森　聖治　　国立病院機構仙台医療センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北里大学Ｈ２１年卒

　　菊地　隼人　　宮城県立循環器・呼吸器病センター

　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県立医療大学Ｈ２５年卒

　　吉井　佑　　　宮城県対がん協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　斉藤　拓真　　東北大学病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　工藤　沙也香　仙台市立病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京首都大学Ｈ２４年卒

　　菊地　美幸　　　仙台市立病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前大学Ｈ２４年卒

　　松葉　邦陽　　仙台市立病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２４年卒

　　阿部　頌平　　　宮城厚生会泉病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前大学Ｈ２５年卒

　　中出　荘十　　　仙南中央病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒沢大学Ｓ４６年卒

　　阿部　鮎美　　　宮城県対がん協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２４年卒

２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

　杉山　修　　　　　内科佐藤病院

　　　　→　　せんだい総合検診クリニック
　五十嵐　和正　　石巻赤十字病院　　→　　自宅
　片桐　香緒理　　東北公済病院宮城野分院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　東北公済病院

伊藤　明日香　　東北大学病院
４．　転　出　　　
岩佐　脩　　　　　石巻赤十字病院
→　　神奈川県立足柄上病院
５．　転　入　　なし
6． 退　会　　なし
会員数　　５１９名
賛助会員
社名･代表者変更　

　（株）エルクコーポレーション　

→　（株）キャノンライフケアソリューションズ

　伊藤　章　　　→　斉藤　昇

代表者変更
　（株）日立メディコ　藁粥　一徳　　→　坂本　洋

住所変更　

　（株）シーメンス・ジャパン

　仙台市青葉区一番町１-９-１　仙台トラストタワ－１８Ｆ

　以上、６月から９月２５日までの会員異動に対して、出席理事の全てが承認された。
９.その他
①　平成２５年度中間監査の実施について
大山監事より、１０月２２日(火)１８時３０分より、平成２５年度中間監査を行うことの報告がされた。
②　役員関係書類（履歴書）
長谷川事務局長より、監査に伴い理事全員の履歴書を提出してもらうよう報告がされた。統一性があるように
書式を送ることとした。
以上で全ての審議、報告が終了し、議長の前谷津副会長を解任、小山副会長が閉会の辞を述べ、２１時３０
分、閉会とした。

２０１３年　９月２５日
議　　　　　長

前谷津　文雄　　㊞

議事録署名人　

監　　事　大山　勝彦　　㊞

　　　　　　監　　事　三浦　康弘　　㊞

理　　事　小野　芳文　　㊞

理　　事　伊藤　道明　　㊞
